
  

６ 整備の方向性 

（２）ゾーニングと主な機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋栄三越ザ・ランドマーク名古屋栄
（令和８年３月竣工予定）

SLOW ART CENTER NAGOYA
            （旧教育館跡地）
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南エリア 

「新たな創造が生まれるウォーカブルタウンのコア」の実現に向けて、南エリアの４つのゾーンで特性に応じた再整備を図ります。 

あわせて、堀留水処理センター上部空間（久屋大通庭園フラリエ含む）や若宮大通公園の周辺一帯について、栄地区と大須地区をつなぐ連携エリアとして位置付けます。 

空
間
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【空間活用方針と主な機能のイメージ】 

水と緑のある 

開放的な空間 

ゾーンＡ 

南エリアの起点となる 

メインゲート空間 

ゾーンＢ 

日常的ににぎわう 

一大イベント空間 

ゾーンＣ 

新たな交流が生まれる 

多目的空間 

ゾーンＤ 

栄と大須の間の 

人の流れをつなげる空間 

栄・大須の連携エリア 

主
な
機
能 

南エリア 

地下と地上をつなぐ
昇降機能 

フラリエ・大須方面 

との回遊性 

往来しやすい広場と 
魅力的な利便施設 

水景施設を 
活かした親水空間 
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歩車道空間：広場間や沿道との親和性向上（歩きやすい歩行者空間の確保、横断距離の短縮、幅員に余裕のある路肩空間の活用・見直し） 

南北を回遊 
できる動線 

新たな交流を生み出す 
魅力的な集客機能 

イベント開催を容易にする 
設備と日常的な休憩スペース 

20 21


